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公共施設間連絡バス ルート再編の概要１
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 2021年11月～2022年11月の実証運行で得られた課題や要望を基に、より利便性の高い移動手段とするため、2022
年12月に運行内容の再編を行った。

 実証運行の利用状況については、「モニタリング」と「乗り込みによる利用者アンケート調査」で分析を行った。

①「JAおきなわ石川支店前」「石川多目
的ドーム」「赤崎ゲートボール場」
は新設バス停基準値を満たさないた
め、廃止

②「宇堅公民館前」経由を復活

③「天願公民館」「昆布入口」「JAおき
なわ旧伊波支店前」については、バ
ス停移設を検討

具志川−石川線

①「うるま市役所」「うるマル
シェ」間の単純往復経路へ変更

②「宇堅公民館前」「具志川運動公
園」、「上江洲公民館」を別路
線に移管し、所要時分を短縮

→具志川−うるマルシェ線

具志川循環線

①「具志川運動公園」「上江洲公民館」経
由を復活

具志川−与勝線

①「与那城出張所」⇔「かねひでよかつ阿麻和利
市場」間の単純往復経路へ変更

②照間方面は具志川-与勝線へ移管
③与那城出張所にて具志川-与勝線との連続運行

を考慮
④津堅島航路及び伊計島方面バスとの接続を考慮

→与勝線

具志川与勝線

◆再編後ルート（2022年12月開始）
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◆再編前ルート（2022年11月以前）

③バス停「うるまこどもステーショ
ン」「仲嶺ハイツ」「イオン具
志川店」を新設



518
661 536 508

695 645 678 790 849 899 851 856 785 896 841

270
276

238 229

325
270 282

324 309
365 336 307 342

309 303
222

175

158 120

173
182 171

203 141
248

174 209 186
191 197

608 444

384 409

523
500 471

477 433

540
503 577 555

594 609
1,618 1,556

1,316 1,266

1,716
1,597 1,602

1,794 1,732

2,052

1,864
1,949

1,868
1,990 1,950

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月

2021年 2022年 2023年

具志川−石川線 具志川循環線
具志川−うるマルシェ線 与勝循環線
具志川−与勝線

(参考)R3年10月以前
R4年12月ダイヤ改正

モニタリング結果（利用状況及び 評価基準の達成状況）２
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 バス停ごとに、運転士が乗降者数を記録（専用スマートフォンアプリ活用）
 実証実験開始後13か月間（2021年11月～2023年1月）の利用者数は、いずれの月でも実証実験前（令和3年度10月

まで）の利用者数より多く、2023年1月の利用者数は実証実験前の利用の67％増となっている
 バス停利用者数評価基準値は、新設23バス停中15バス停で達成（2022年11月時点から3バス停増）
 利用者数評価基準値（キロ当たりの利用者数）は、石川方面・与勝方面共に達成している

現状値 基準値

石川方面 0.168人/km 0.104人/km以上

与勝方面
※具志川循環線/与勝循環線含む

0.156人/km 0.145人/km以上

サンエー石川シティ 11.0

サンエー赤崎店 3.2

JAおきなわ旧伊波支店前 2.9

石川城前郵便局前 2.6

わかば通り 2.5

東山ふれあい公園 2.4

東山公民館入口 1.1

昆布入口 0.9

東山駐車場前 0.7

天願西 0.6

美原公民館入口 0.6

• 具志川ー石川線

ザ・ビッグ田場店 3.5

うるマルシェ 2.6

かねひでABLOうるま 1.0

ゆらてく 0.7

• 具志川－うるマルシェ線（（旧）具志川循環線）

JAおきなわ与那城支店前 9.0

かねひでよかつ阿麻和利市場 2.1

平敷屋公民館前 1.9

内間公民館前 1.8

TERUMA～east coast～ 0.6

ザ・ビッグ田場店 0.5

• 与勝循環線/具志川ー与勝線

◆全路線の利用者数

◆方面別利用者数の評価【 13か月間】

◆新設バス停の１日あたり乗降者数の評価
【 13か月間(2021年11月～2023年1月)】
（基準値：1日あたり平均利用者数 1.3人）コロナ

まん延防止措置

コロナ
沖縄県感染者数

最多更新

イオン具志川店 5.2

うるまこどもステーション 2.3

仲嶺ハイツ 1.9

◆2022年12月 新設バス停※2

※2:2か月間(2022年12月～2023年1月)で計算



モニタリング結果（バス停別利用状況①）２
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 具志川−石川線では、「うるま市役所」「うるみん」の利用が特に多く、次いで「サンエー石川シティ」の利用が
多い。「宇堅公民館前～わかば通り」の区間での利用は少数となっている。

 具志川−うるマルシェ線では、「うるま市役所」の利用が最も多く、次いで新設バス停の「イオン具志川店」の利
用が多い

◆バス停別利用者数（具志川−石川線）
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モニタリング結果（バス停別利用状況②）２
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 具志川−与勝線では、具志川地区の「うるま市役所」「うるみん」と、与勝地区の「与那城出張所」「JAおきなわ
与那城支店前」での利用が特に多い

 与勝循環線は利用者が少数であり、「平敷屋港旅客待合所」「平敷屋公民館」「与那城出張所」以外のバス停の利
用は1人/日未満となっている

◆バス停別利用者数（具志川−与勝線）

◆バス停別利用者数（与勝循環線）

(ⅰ)時計回り (ⅱ)反時計回り

(ⅰ)与那城出張所方面 (ⅱ)うるま市役所方面



乗り込み調査結果３
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①乗り込み調査の概要

◆調査概要 ◆調査票

1回目 2回目

調査日 令和4年12月15日(木) 令和5年1月12日(木)

調査対象 実証運行便 全便 実証運行便 全便

調査項目

・利用者の属性（性別・年齢等）
・利用区間（乗車バス停、降車バス停）
・利用状況
（移動の目的、利用頻度、自宅からの最寄バス停）

・実証運行に関する意見
・許容できる運賃額

調査方法 調査員による
個別聞き取りアンケート

調査総数 N＝133 N＝105

 利用者の属性や利用実態、既往の公共施設間連絡バス運行内容との利便性比較、有償化を見据えた価格感度等を把
握するため、全便乗込みによる聞き取り調査を行った
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乗り込み調査結果３
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 路線別の利用者数では、具志川−石川線および具志川−与勝線が特に多い
 路線別の利用目的を見ると、「買い物」「通勤」目的の利用は具志川−うるマルシェ線で割合が高く、「公共施設

の利用」目的は与勝循環線で特に高い割合を示している。「通院」目的の利用は少数である。

②調査日の利用者数

◆利用者数 ◆路線別利用目的

※1回目調査及び2回目調査の合算値
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乗り込み調査結果３

7

 利用者の利用頻度を、実証運行以前と現在で比較した場合、「月に1～2日」の利用者が減少（27％→20％）し、
「週に1～2日」の利用者が増加（29％→40％）している

 利用頻度が変わった理由については、「ルートが変わって使いやすくなったから」が最も多く、ルートの再編が一
定の効果を上げていることが分かる

③利用頻度の変化

◆利用頻度の変化

9%

23%

29%

27%

12%

n=128

10%

21%

40%

20%

9%

週に5日 週に3～4日
週に1～2日 月に1～2日
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(ⅰ)利用頻度（以前） (ⅱ)利用頻度（現在） (ⅲ)利用頻度が変わった理由

週に5日 週に3～4日
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利用したことが(ほぼ)無い

※1回目調査及び2回目調査の合算値



乗り込み調査結果３
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 いずれの運行内容についても、「今までと変わらない」との回答が50％前後と最も高い割合を占めている
 次いで、「今までより便利になった」との回答が30％前後を占めている
 「不便になった」との回答の割合が最も高いのは便数・時刻に関する部分となった

④運行内容についてのご意見

◆運行内容についてのご意見
(ⅰ)バス停
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不便になった 分からない ※1回目調査及び2回目調査の合算値



乗り込み調査結果３
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④運行内容についてのご意見（自由記述）
◆利用頻度の変化

具志川−石川線

【バス停】
・坂道の上（以前）にバス停を戻してくれると助かる。
（今は下にあるので、登らないと行けない）

・弁当屋（ありんこ）のほうにもバス停が欲しい
【ルート】
・既存と現行ルートを知らなかった。
・ルート変更について知らなかった
【便数】
・頻繁に廻ってきて欲しい。最終便が早い
・便数を増やしてほしい
【時刻】
・うるみんにいれる時間が短い
・最終便が早い
・昼時間も運行して欲しい
・最終時刻が早い
【その他】
・時刻表を広報にして入れて配布した方が良い
・運転手への連絡システム

具志川循環線

【ルート】
・新ルートに慣れるまでが少し大変だった。

具志川−与勝線

【ルート】
・中央病院に回って欲しい
・医療品の所に回してほしい。与勝サンエーに回してほしい。
・なくさないでほしい。遠回りしないで欲しい。（停まらないのに）
・サンエーまで行ってほしい。本数を増やしてほしい。
【便数】
・便は減らさないでほしいし、お金はとらないで欲しい。住民の理解
を得て、色々やって欲しい。全住民アンケートを取ってやって欲
しい。全市民の会が役所に言うかも

【その他】
・できるだけ安くしてほしい
・朝の時間、人がいっぱいいる。乗れない人もいるらしい。

与勝循環線

【ルート】
・サンエーまで通してほしい
・遠回りしてる
・サンエーまで行ってほしい
・かねひでに寄るのがありがたい。
・サンエー前に止まって欲しい。
【便数】
・本数を1,2本増やしてほしい。沖縄市みたいに路線バスのバス停に
降ろしてほしい。



53%

8%

18%

1%
2%

1%

2% 14%

100円 150円 200円 250円 300円
350円 400円 500円 その他

n=130

39%

26%

11%

5%

2%

21

100円 200円 300円 400円
500円 600円 その他

n=126

乗り込み調査結果３

10

 利用者が許容できる片道運賃額について、地域内移動の場合は、「100円」が約53％と最も高い割合を占めている
 地域外移動の場合でも「100円」が約39％と最も高い割合を占めているが、地域内移動に比べ、「200円」との回答

の割合が高くなっており、地域外への移動に対して一定の需要があると考えられる

⑤許容できる片道運賃額

◆許容できる片道運賃額

(ⅰ)地域内移動 (ⅱ)地域外移動

※1回目調査及び2回目調査の合算値



(ⅰ)1回目調査時
(令和4年12月15日(木))

(ⅱ)2回目調査時
(令和4年12月15日(木))

乗り込み調査結果３

11

 1日での結果のため、エリア間移動の人員は、各調査結果でバラつきがある。
 1回目調査では、再編前の調査時より、全体的に移動が多い結果となった。
 いずれの調査時においても、具志川エリア内と与勝エリア内では一定の移動が見られ、与勝・具志川間での移動や

石川から具志川への移動についても10人以上が移動している。

⑥エリア間移動状況

◆エリア間移動状況

(参考)再編前 3回目調査時
(令和4年4月25日(月))

凡例

1～9人

10～19人

20人以上


